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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
日 本 は 中 国 ・ 韓 国 と 長 く 深 い 交 流 の 歴 史 を 有 す る 反 面 、 近 代 以 降 、 国 家 間 の 難 問 ・ 障 壁 を か

か え て き た 。 国 レ ベ ル の 対 立 ・ 問 題 解 決 は 容 易 で は な い が 、 相 互 認 識 と 多 元 的 価 値 観 の 共 有を

目 指 す た め に 教 育 の は た す べ き 役 割 は 大 き い 。 有 為 の 教 育 人 材 養 成 を 目 指 す 本 学 に と り 、 多文

化 化 す る 社 会 へ の 理 解 を 深 め 、 相 互 コ ミ ュ ニ ケ ― シ ョ ン 能 力 を 備 え た 人 材 養 成 は 喫 緊 の 課 題で

あ る 。 そ こ で 本 プ ロ ジ ェ ク ト で は ま ず 基 礎 資 料 と し て 、 日 本 な ら び に 本 学 に 在 籍 す る 外 国 人留

学 生 の 動 向 に つ い て 考 察 を 行 っ た 。 そ の 上 で 、 日 本 人 学 生 の ア ジ ア 地 域 に 対 す る 認 識 ・ 理 解の

実 態 な ら び に 外 国 留 学 を 経 験 し た 日 本 人 学 生 に 対 す る 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し 、 そ の 特 徴 や 傾向

に つ い て 考 察 を行 っ た。 主 な 作 業 に もと づ く現 段 階 で の 考 察結 果 は以 下 の と お り であ る 。  
１ ． 日 本 全 体 の受 入 れ留 学 生 数 は 2 0 0 6（ 平 成 1 8） ・ 2 0 0 7（ 平成 1 9）年 度 の 2 年 間 と東 日 本大

震 災 直 後 の 2 0 1 1（ 平 成 2 3）年 度 に 停滞 も し くは 減 少 傾 向 を みせ た のを 除 け ば 、 1 9 98（ 平 成 10）
年 以 降 増 加 し てい る 。  
２ ．本 学 受 入れ 留 学 生数 は 全 国 的 動 向に 反 し、 2 0 0 4（ 平 成 1 6）年 度の 約 5 3 0 名 を ピ ー ク にそ の

後 一 貫 し て 減 少傾 向 にあ る 。 留 学 生 の大 半 はア ジ ア 出 身 者 であ り 、東 ア ジ ア が 全 体の 約 7 割 前

後 を 占 め る 。 減 少 傾 向 に あ る 留 学 生 は お も に 中 国 ・ 韓 国 か ら の 私 費 研 究 生 と 修 士 課 程 院 生 であ

る 。一 方、協 定校 か らの 交 換 留 学 生、日 本 語・日 本 文 化 研 修 留 学 生、教 員 研 修留 学 生、 ISEP な

ど 各 プ ロ グ ラ ムに よ る留 学 生 数 は 2 0 1 3 年 度春学 期 に お い て 8 5 名 と留学 生 全 体 の 約 3 0％を 占め 、

過 去 5 年 間 、年 ご と の変 動 は あ る が これ ら 留学 生 数 は 一 概 に減 少 傾向 と い え な い 。な お 本学 が

学 術 ・ 学 生 交 流協 定 を結 ぶ 大 学 数 は 過 去 1 0 年間 で 1 .5 倍 に 増 え 、 現在 5 5 大 学 の う ち 6 5 .5％は

ア ジ ア 地 域 に あり 、 中国 ・ 韓 国 が 各 1 3 校 と もっ と も 多 い 。  
３ ． 本 学 に お ける 受 け入 れ 留 学 生 数 減少 の 要因 ・ 背 景  

・ 外 的 要 因 ・ 背 景 ： 震 災 と 原 発 問 題 に 加 え 、 対 日 関 係 の 悪 化 、 円 高 、 中 韓 に お け る 英 語 圏 への

留 学 拡 大 、中 国 の 大 学事情 の 変 化（中 国 国 内 での学 位 取 得 環 境 の整 備 ）、韓 国 に お け る 中国 留 学

の 増 加 な ど が あげ ら れる 。  

・ 留 学生 に 対 す る経 済的 支 援 体 制 の 弱体 化（授 業 料 免 除 、入 学料 免除 等 ）： 20 0 4 年 度 に 、留 学

生 に 対 す る 経 済的 支 援体 制 が 見 直 さ れ、 留 学生 に 対 す る 支 援が そ の後 相 対 的 に 低 下し た 。  

・ 教育 研 究 指 導・受 け入 れ 体 制 の 縮 小： 2 0 0 4 年 以 降 、大 学 全 体、とり わ け 私 費 外 国人 研 究生 の

多 く が 進 学 を 希 望 す る 修 士 課 程 （ と く に 教 養 系 ） に お い て 、 教 員 の 減 少 に 伴 う 指 導 体 制 の 変化

が 生 じ た 。 こ のこ と によ り 、 留 学 生 が希 望 する 分 野 や 指 導 教員 が 縮小 す る こ と に なっ た 。  

・ 留 学 生 受 け 入 れ 方 針 ・ 体 制 に 関 す る 議 論 の 欠 如 ： 本 学 で は 留 学 生 の 受 け 入 れ ・ 派 遣 方 針 に関

す る 全 学 的 議 論 が 十 分 に は な さ れ ず 、 受 け 入 れ 体 制 の 改 善 ・ 強 化 が み ら れ な か っ た 。 一 方 、近

年 、 留 学 生 受 け 入 れ に 極 め て 積 極 的 な 国 立 ・ 私 立 大 学 は 多 く 、 そ れ ら の 大 学 で は 教 育 課 程 や留

学 プ ロ グ ラ ム の 充 実 、 経 済 的 支 援 の 拡 充 、 ダ ブ ル デ ィ グ リ ー 制 度 の 導 入 、 海 外 で の 広 報 ・ 学生

誘 致 活 動 な ど 、 近 年 の 留 学 生 の ニ ー ズ に 対 応 し た 新 た な 施 策 を 実 現 し て お り 、 必 ず し も 教 員養

成 や 教 育 を 指 向 し て い な い 本 学 留 学 生 が 首 都 圏 に 立 地 す る 他 の 大 学 （ 総 合 大 学 ） を 選 択 す る傾

向 が 顕 著 に な った 。  
４ ． 協 定 校 へ の留 学 を経 験 し た 日 本 人学 生 （ K 類 ア ジ ア 研 究 ） 1 0 名 に 聞 き 取 り 調 査を 行 った 。  
・ 留 学 目 的 や 語 学 能 力 、 現 地 で の 生 活 文 化 体 験 、 受 入 れ 大 学 に お け る 学 習 環 境 、 生 活 支 援 体制

な ど に か な り の個 人 差が み ら れ 、そ れら の あ り方 に よ っ て 留 学に 対 する 自 己 評 価 、受け 入 れ 国・

文 化 に 対 す る イメ ー ジに 差 異 が み ら れた 。  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

・日 本 地 理 教 育 学 会主催：平 成 26 年 度 日 本 地理 教 育 学 会 大 会（ 於・横浜 国 立 大 学 ）に て 椿が発

表 予 定 。  

・香 港 日本 語 教 育 研究 会主 催：第 10 回 国 際 日本語 教 育・日 本 研 究 シ ン ポ ジ ウ ム（ 10 月 末 、於 ・

香 港 ） に て 椿 が発 表 予定 。  

 
 


